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 本論文では、情報処理方略の活性化を取り上げた。第１章で理論的検討を行い、第２章、

第３章、第４章において、９つの実証的研究を示し、最後の第５章において、総合的議論

と今後の展望を論じた。最初に理論的な核心部分についての要点を示す。 

 知識の２つのタイプ－宣言的知識と手続き的知識の区別を行い、社会的認知研究におけ

る情報処理方略を手続き的知識のひとつと位置づけた。情報処理方略とは、「心的プロセ

スとして生じる一連の情報処理の仕方」であると定義づけ、対人認知の構えとしての対人

認知方略や印象形成のカテゴリー・ベース処理方略、個人ベース処理方略、また、説得の

二過程モデルに現れるヒューリスティック処理、システマティック処理、ならびに自動的

処理、コントロール処理などを情報処理方略として考え得るとした。情報を処理していく

プロセスに重点を置いた考え方を導入することによって、概念の活性化過程を理論的基盤

としていたこれまでのモデルに比べて、さまざまに観察される現象の説明力が増し、これ

までの理論では説明できない独自的な説明が可能となることを示していくことが本論文

の目的である。 

 実証的研究においては、以上の情報処理方略という考え方がいかに有効で、実際に機能

しているかという点を示し、情報処理方略がさまざまな状況で活性化されて、対人記憶や
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社会的判断など社会的認知過程に影響を及ぼしている点を示した。実証的研究の章毎の研

究目的は以下のようになっている。まず、第２章では、情報処理方略という考え方が有効

であることを示すことを目的とした。情報処理方略のひとつである対人認知方略が、対人

記憶および他者の叙述に影響することを示した。第３章では、情報処理方略が一連のまと

まりをもった心的メカニズムであることを示すことを目的とした。そのために、文脈的に

情報処理方略を活性化させることができるかどうか、その効果の検討を行った。第３章で

は、異なる活性化のもたらし方として、認知者の気分状態を取り上げ、気分によって情報

処理方略がいかに活性化されるか検討することを目的とした。以上が実証的研究の流れと

配置である。以下に、各章の要約を示していく。 

 第１章では、情報処理方略および活性化現象について理論的検討を行った。これまで社

会的認知研究においては、宣言的知識の活性化を理論基盤とする意味ネットワークモデル

や概念のアクセスビリティという考え方に基づいて研究が行われてきた。しかし、活性化

の効果が長期に渡ることもあり、概念の活性化だけによって、とりわけ高次の社会的判断

プロセスの説明を行っていくのに不十分な点があることを指摘した。活性化拡散の進行の

みによって考えるのではなく、データをまとめていく仕方である情報処理方略に着目する

ことは、評価や判断へと至るプロセスを描くことに役立つものと考えた。 

 そこで、情報処理方略を「心的プロセスとして生じる一連の情報処理の仕方」と定義し、

概念中心の考え方と対置させて、プロセスに重点を置いた考え方をとることの必要性と意

義を論じた。これまで、社会的対象の情報処理過程について、記憶過程の認知心理学的モ

デルを応用し、概念中心の活性化拡散モデルに基づいた説明がとられることが多かった。

しかし、社会的認知研究の関心として、他者や社会的対象についての印象判断や評価など、

社会的判断過程が問題にされることが多く、理論的基盤と扱う現象との間にいくらか隔た

りのある状況が生じていたものと考えられる。社会的判断は思考に近い高次認知過程であ

り、どのように情報を獲得して、そして獲得した情報をいかに統合していくか、この高次

過程に関わるモデルが必要とされている。ここにおいて、情報処理方略というデータのま

とめ方に関わるダイナミックなプロセスを描く考え方を導入する意義があるものと考え

られた。 

 第２章では、３つの実証的研究を示し、人が他者を見る際にどのような次元を強調し、

着目して情報処理を行うか、研究１においては、教示によって一種の対人認知方略である

視点を活性化することによって、研究２および研究３においては、次元的認知方略の個人

差に基づいて情報処理方略の利用を描き、宣言的知識に基づく人物表象モデルやスキーマ

モデルよりも妥当な説明ができる現象のあることを示した。すなわち、人は他者認知を行

う際に、単極的に概念を用いるよりも、着目する次元上に他者を位置づけるような次元的

認知方略を用いていることを他者情報の記憶成績ならびに叙述の頻度によって検討し、次

元的認知に沿った両極的な認知が行われていることを明らかにした。 
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 第３章では、情報処理方略が心的メカニズムにおけるひとつの単位として働いているこ

とを実証するために、先行課題によって文脈的に活性化された情報処理方略が、後続課題

において起動しやすくなることを実験によって示した。研究４－１、４－２において、他

者を所属集団や職業的カテゴリーから見るカテゴリー・ベース処理方略と個人として見る

個人ベース処理方略を対置させ、各々の処理方略を先行課題によって活性化させると後続

課題のターゲット人物について、活性化された方略に基づいた認知が生じやすくなること

を明らかにした。具体的には、実験で、人を集団メンバーとして評価する課題を先行課題

として行う群と人を個人として評価する課題を行う群を設け、後続課題として、集団メン

バーとして見るとネガティブであるが、個人として見るとそれよりもポジティブとなるタ

ーゲット（研究４－１）、あるいは、その逆のターゲット（研究４－２）を示して、ター

ゲット人物に対する評定を検討することによって、情報処理方略の活性化の効果を検証し

た。 

 さらに、研究５において、論理的処理方略と感性的処理方略を対置させ、各々を先行課

題によって活性化させると、後続課題の物語の登場人物について、理性的反応ならびに感

情的反応それぞれが生じる程度に違いがもたらされることを示した。これによって、情報

処理方略という手続き的知識も先行課題によって活性化が生じること、そして、ひとつの

まとまったプロセスとして駆動されることが明らかになった。 

 第４章では、認知者の気分状態によって情報処理方略を活性化させた。ポジティブ気分

時には、ヒューリスティック処理方略あるいは自動的処理方略、ネガティブ気分時にはシ

ステマティック処理方略ないしはコントロール処理方略が取られやすくなることをさま

ざまな認知対象、課題を通じて検討を行う４つの実証的研究を示した。 

 研究６では、説得的メッセージの処理について、ネガティブ気分時に、よりシステマテ

ィックな処理がなされやすいことを示し、研究７の冒頭で、これら情報処理方略の活性化

が自動的処理ならびにコントロール処理という２つの処理方略の対置によって理解して

いくことがより適切であることをこれまでの知見と照らしつつ論を展開した。 

 ポジティブ気分は、環境が問題をはらんでいないことのシグナルであり、そのために元

来備わっている、あるいは既に獲得されている自動的な反応をそのまま出力するような自

動的処理方略を働かせやすい。それに対して、ネガティブ気分は環境状況が何らかの問題

をはらんでいることのシグナルであり、そのために、慎重に検討するコントロール処理方

略が起動しやすい状態になっているものと考えられる。 

 以上の検討の上で、宣言的知識モデルに基づいた感情ネットワークモデルと、感情情報

説、情報処理方略の問題を比較して論じ、自動的な感情情報の利用とそのコントロール処

理を対置させた商品評定の実験的研究を示した。その結果、商品を評価するにあたって、

ポジティブ気分状態に比べてネガティブ気分状態においてコントロール処理が生じやす

いことを明らかにした。また、宣言的知識モデルに基づく感情プライミング理論によって
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は、結果の妥当な説明ができず、感情情報説に基づく判断プロセスが働いていることを示

した。 

 研究８では、さらに、自動的処理方略－コントロール処理方略の違いを明らかに観察し

やすい有名性の誤帰属課題を用いて検討を行い、ポジティブ気分にある者が自動的反応に

基づくエラーを起こしやすいことを見出した。ポジティブ気分群の方が、一度呈示された

無名な企業名を１－２日後に再び呈示された際に、有名であるとの誤判断がなされやすか

った。ネガティブ気分群では、自動的な誤判断傾向をコントロールし、誤りが少なかった。 

 研究９では、引き続き、自動的反応をコントロールしなければならない注意の必要なア

ルファベット探索課題を用いることによって、ネガティブ気分時にエラーが少ないこと、

また反応時間の分析から時間をかけた情報処理方略が用いられていることを明らかにし、

ポジティブ気分時とネガティブ気分時の明瞭な情報処理方略の違いを浮き彫りにした。 

 第５章の総合的議論においては、これらの９つの実証的研究の成果を受けて、手続き的

知識としての情報処理方略という新たな考え方、構成概念が社会的認知過程を描くために

有効であることを論じ、これまでの成果によって明らかになった自動的処理方略－コント

ロール処理方略について知見をまとめ、さらにこれらの方略の活性化条件、知識が自動化

していく道筋など検討の残された課題を指摘しつつ、将来の研究展望を描いた。今後の展

望としては、人に備わった情報処理方略の機能が進化的に説明が可能となるだろうこと、

進化的観点から、ポジティブ気分時の情報処理方略をさらに積極的に描き出すことができ

る可能性があることを論じた。また、社会生活上のスタンスや臨床的問題への適用など応

用的な示唆を含んでいることを指摘し、情報処理方略というプロセスを重視する研究視点

が有効な眺望を開き得ることを論じた。 

 

 4


